
学校訪問　フムラ　　　　　　　　　　　　　　　　福島　進
2月24日
午前5時30分、ネパールガンジーのホテルを出発。6時前に空港の門前に着いた。すでに10人以上の人が開門前の門前で並んでいた。今日は飛行機がフムラのシミコット空港に飛ぶだろうという情報が入っていたので、早くから並んでいたようだ。
午前６時開門となったが、私たちが予約していた航空会社のカウンターに並んでいる人は４人だけ。いつになってもチェックインが始まらない。通訳のクリシュナさんが、客が少なくて飛ばないかもしれないと言う。ここでは、客が少ないと飛行機が飛ばないということがよくあるのだそうだ。そこで、何が何でもフムラに行くためには、とにかく客の数の多いSita航空に乗ることにした。運よくチケットが手に入り、一安心。
しかし、驚くことはまだあった。いざ搭乗となったが、飛行機のタラップをあがると座席と座席の間に人の背の高さぐらいの荷物が通路いっぱいに積みあがっていた。なんと、自分の座席に座るためには、荷物の上に登り、3メートルほどハイハイをして荷物を超えていかなければならなかったのだ。
それでもとにかくフムラに向かって出発した。出発できただけでも運のいいことなのだ。乗客の数を数えたら全員で14人だった。飛行機は４0分ほどで雪をかぶった山に近づき、その山と山の間を縫うようにしてシミコット空港に着陸した。ここは、ネパールの最北端フムラ郡の中心地だ。標高は2950ｍ。菜の花の咲く、ネパールガンジーから一気に雪山の世界に入った。フムラでは交通機関が飛行機しかなく、車もバイクも自転車も走っていない。荷物を運ぶのは人力かロバや牛だ。
このフムラには2期生が2人、3期生が2人と計4人が教員として勤務している。25日は土曜日だが、3期生の２人PuspaさんとSushilaさんが勤務している学校を、日曜日は２期生のHimaniさんの勤務している学校を訪問することになった。問題は残りのRituさんだ。彼女の学校は、シミコットからさらに現地の人の足で６時間（日本人の足ではその約２倍近く）かかる。しかも、雪山を一つ越えて、更に山を登ったところにあるという。悪いことに1つ目の山を越えると下りは北斜面で、そこはアイスバーンとなっており、落ちたら川の中だという。「それでも行きたいが」というと、現地の誰もが「やめた方がいい、初めての人には無理だ。」という。また、Rituさんはたまたまお子さんの具合が悪いので、学校を休んでシミコットにいるため学校に行ってもRituさんの授業も見られない。それでもぜひ学校に行って校長先生に、Rituさんの今後のことについてお願いをしなくてはならないと伝えると、最終的には、校長先生が私たちの滞在しているホテルに来てくれることになった。
2月25日
空港から山道を15分ほど登ったところにあるPuspaさんとSushilaさんの学校を訪問。本来は休日なのだが、3年生の26名が集まってくれた。女子21人、男子5人。女子の数が非常に多かった。ここシミコットでは、男子にはお金をかけて私立の学校に行かせ、女子はお金のかからない公立学校に入れる親が多いため、こうした比率になるのだそうだ。
Sushilaさんがまず国語の授業をみせてくれた。「珍しい試験」という教科書にある教材を使って授業をしていた。授業は、子どもたち一人一人に自分がこの物語の試験を受けたらどうするかを考えさせて、自分の意見を出させながら進められていた。Sushilaさんは、聞きやすい大きさではっきりとした声で話し、一人一人の顔をしっかり見ながら丁寧に授業を進めているという印象だった。
次に、同じクラスでPuspaさんが理科の授業をしてくれた。内容は、「生きているものと生きていないもの」。授業の進め方は、生きているものと生きていないものの例を子ども達に出させ、その理由を聞き出しながら進めるというやり方だった。子ども達に意見を言わせるときにはどんな意見にも笑顔で対しながら、生物と無生物の違いを教えていた。
授業後には、私が日本の3年生が理科の授業で学んでいる「水と空気」に関する簡単な実験などを子ども達に紹介した。
その後、職員室で校長先生と副校長先生を含めた5人の職員にお話を伺った。また、2人の正規採用についてもお願いをした。なお、学校の設備はトイレの水がでないとか天井に穴が開いていても修理できていないなど厳しい状態であると感じた。
2月26日
午前中はHimaniさんの学校を訪問。Himaniさんの学校は空港から５分ほどで、空港に一番近い学校だ。10年生までの学校で、規模は大きい。
Himaniさんの国語の授業をみせてもらった。内容は、教科書に載っている教材で、日本の「かさこじぞう」の話を読み聞かせしながら、人の優しさについて考えさせていた。終始にこやかで子ども達を笑わせながら授業を進めているのが印象的だった。子ども達も楽しそうにしながら、考えるときは真剣に考えていてよい授業だった。
その後、校長先生が不在だったので、副校長先生の話を伺った。Himaniさんの今後については、今の学校では採用できないが、この学校から2時間ほど奥に入った学校で勤務することが決まっているとのことだったので安心した。学校の設備は、やはりトイレの水が出なくなっているため使用が難しいし、校舎の壁に穴が開いたままだった。雪の降る日などは寒くてとても授業にならないだろうなと思った。
午後は４人のビデオレターを撮り、5時からは、Rituさんの校長先生に私たちの滞在しているホテルに来ていただき、Rituさんが学校で頑張っている様子を伺ったり、Rituさんの今後についてお願いし、その見通しを聞かせていただいた。
2月27日
朝8時20分、シミコット空港を出発。今度は、乗客は4人。最前列には2人。最後列に私たち2人。間には、椅子とか荷物が積み上げられていて、私たちの座席の前には、なぜか段ボールに入れられた犬が1匹。どうもネパールガンジーに売られていく犬のようだがよくわからない不思議な光景。9時ネパールガンジーに到着。思ったよりも順調に進んだので、4期生が勤務しているロルパにも行くことに決定。今日中に車を手配して明日ロルパに出発しようとしたが、今度は、バンダ（ストライキ）がロルパの途中の郡で予定されていることが判明、明日1日ネパールガンジーで待機することになった。
学校訪問　ロルパ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島　進
2月29日
午前5時45分ネパールガンジーから、チャーターしたパジェロ（ジープのような車）で出発。約7時間で着くだろうと予想。30分ほど走ると空が明けてきて順調なスタート。南部ネパールの森の中を東に向かって快適に走り抜ける。少しずつ標高が上がってくると、木々や畑の緑が豊かでまるで夏の八ヶ岳の麓の高原を走っているかのようだ。ところが、7時20分。突然タイヤがパンク。タイヤ交換に20分ほどかかって再スタート。
更に1時間ほど東に向かい、9時ごろには北に向かい始める。ここからは、標高が一気に上がっていく。山道をうねうねと3時間ほど登り、やっと峠を越え下りに入った。すると間もなく、忽然と町が現れた。そこが、ロルパの中心地Liwangである。山の傾斜地にピンクや白・緑色などの5階建てくらいのビル群が出現したので驚いた。事前に卒業生のParbatiさんに連絡していたので、町のターミナルで我々を出迎えてくれた。そのあとすぐ学校に向かった。
その日はロルパでは教員がバンダに入っていたため、都合のついた２人の職員が特別に我々を迎えてくれた。早速Parbatiさんの算数の授業をみせてもらった。「時間と分」という学習だった。教員になって1年目なのでやや緊張気味だったが、手作りの時計の教材を使って、子ども達にわかりやすく教えようと努力していた。子ども達は、フムラほど極端ではなかったが女子の方の人数が多かった。理由を聞くと、女子の人口が多いとのこと。これはネパール全体に共通しているようだが、男の子が生まれるまでは、女の子を何人でも産むので、自然と女子の人口が多くなるそうだ。
Parbatiさんの学校は、小学校から高校までが併設されており、ロルパでは最も大きな学校で、聴覚に障害のある児童の教室も併設されていた。コンピュータ室もあり理科の実験室もあって、比較的設備が整ってはいるが、教具は豊富とは言えなかった。
午後5時からは、校長先生が我々のホテルに来てくださり、Parbatiさんの教員としての様子や学校のことについて話してくださった。
3月1日
朝、近くの学校（といっても車で山道を15分ほど走るが）に視覚に障害のある児童の教室が併設されている学校があるというので訪問させていただいた。坂道だらけのこの地域で視覚に障害のある児童が生活していくのは大変だろうなと思った。彼らは、親元を離れこの学校の宿舎で生活しながら、学習している。卒業後はどうなるのか尋ねたが、まだ卒業生が出ていないので（設立されてまだ日が浅いので）わからないという答えだった。
その後は、ロルパ郡の隣のピュータン郡に行くことにした。実は、ピュータン郡からはまだ一人もさくら寮に来ておらず、JANEFAの活動を知らせにいきたいという計画が以前からあり、この機会を活用してピュータンを訪問しようということにしたのだ。2時間ほど走ってピュータン郡に入った。通りすがりの高校生らしい子に高校がどこにあるかを聞き、その学校を訪問することにした。突然の訪問にもかかわらず、校長先生はじめ他の先生方も興味を持って話を聞いてくれて、「そういう話なら是非学生を推薦したい」と言っていただいた。更に2時間ほど走って、ピュータンの中心地にある日本でいうなら文科省の教育事務所のような所を訪れ、JANEFAの活動を説明した。ここでも、たいへん強い関心を示し、是非学生を推薦したいという回答をしてくれた。この日はピュータンで1泊。
3月2日
朝7時にホテル近くの高校を訪問。突然の訪問だったので、校長先生と話す時間がすぐには取れず待機していると、出勤してきた先生方が我々に関心を示したので、JANEFAの活動を紹介した。すると、何人もの教員が強い興味を持って熱心に話を聞いてくれた。授業が始まったので1時間目が終わるまで待っていると、授業を終えた校長先生が我々の話を聞いてくれた。説明すればするほど熱心に耳を傾けてくるのが手に取るように伝わってくる。そのうち先ほど話を聞いていた先生が何人か集まってきて、一緒に話を聞き具体的な質問もするようになってきた。最後は、是非推薦したいので連絡先をとメモを取り始めた。特に女性の先生が具体的な生徒のケースを出してこういう条件の子でも受け入れてくれるのかという質問もしてきた。この夏には、ピュータン郡から初めての学生がさくら寮にやってくるのではないか。そんな気がするほどの反応があり、「来たかいがありましたね」とクリシュナさんと語り合った。

